
聞くこと 読むこと
話すこと

［やり取り］
話すこと
［発表］

書くこと

ア ゆっくりはっきりと話されれ
ば、自分のことや身近で簡単な
事柄について、簡単な語句や基
本的な表現を聞き取ることがで
きるようにする。

イ ゆっくりはっきりと話されれ
ば、日常生活に関する身近で簡
単な事柄について、具体的な情
報を聞き取ることができるよう
にする。

ウ ゆっくりはっきりと話されれ
ば、日常生活に関する身近で簡
単な事柄について、短い話の概
要を捉えることができるように
する。

ア　活字体で書かれた文字を識
別し、その読み方を発音するこ
とができるようにする。
 
イ　音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語句や基本的な表現の意
味が分かるようにする。

ア 基本的な表現を用いて指示、
依頼をしたり、それらに応じた
りすることができるようにす
る。

イ 日常生活に関する身近で簡単
な事柄について、自分の考えや
気持ちなどを、簡単な語句や基
本的な表現を用いて伝え合うこ
とができるようにする。

ウ 自分や相手のこと及び身の回
りの物に関する事柄について、
簡単な語句や基本的な表現を用
いてその場で質問をしたり質問
に答えたりして、伝え合うこと
ができるようにする。

ア 日常生活に関する身近で簡単
な事柄について、簡単な語句や
基本的な表現を用いて話すこと
ができるようにする。

イ 自分のことについて、伝えよ
うとする内容を整理した上で、
簡単な語句や基本的な表現を用
いて話すことができるようにす
る。

ウ 身近で簡単な事柄について、
伝えようとする内容を整理した
上で、自分の考えや気持ちなど
を、簡単な語句や基本的な表現
を用いて話すことができるよう
にする。

ア　大文字、小文字を活字体で
書くことができるようにする。
また、語順を意識しながら音声
で十分に慣れ親しんだ簡単な語
句や基本的な表現を書き写すこ
とができるようにする。
 
イ　自分のことや身近で簡単な
事柄について、例文を参考に、
音声で十分に慣れ親しんだ簡単
な語句や基本的な表現を用いて
書くことができるよ
うにする。

上記の学習指導要領に示されている小学校外国語の５つの領域別の目標から各学年の５つの領域別の目標を作成します。

聞くこと 読むこと
話すこと
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話すこと
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ア ゆっくりはっきりと話されれ
ば、自分のことや身近で簡単な
事柄について、簡単な語句や基
本的な表現を聞き取ることがで
きるようにする。

イ ゆっくりはっきりと話されれ
ば、日常生活に関する身近で簡
単な事柄について、具体的な情
報を聞き取ることができるよう
にする。

ウ ゆっくりはっきりと話されれ
ば、日常生活に関する身近で簡
単な事柄について、短い話の概
要を捉えることができるように
する。

ア　活字体で書かれた文字を識
別し、その読み方を発音するこ
とができるようにする。
 
イ　音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語句や基本的な表現の意
味が分かるようにする。

ア 基本的な表現を用いて指示、
依頼をしたり、それらに応じた
りすることができるようにす
る。

イ 日常生活に関する身近で簡単
な事柄について、自分の考えや
気持ちなどを、簡単な語句や基
本的な表現を用いて伝え合うこ
とができるようにする。

イ 自分のことについて、伝えよ
うとする内容を整理した上で、
簡単な語句や基本的な表現を用
いて話すことができるようにす
る。

ウ 身近で簡単な事柄について、
伝えようとする内容を整理した
上で、自分の考えや気持ちなど
を、簡単な語句や基本的な表現
を用いて話すことができるよう
にする。

ア　大文字、小文字を活字体で
書くことができるようにする。

イ　自分のことや身近で簡単な
事柄について、例文を参考に、
音声で十分に慣れ親しんだ簡単
な語句や基本的な表現を用いて
書くことができるよ
うにする。

イ ゆっくりはっきりと話されれ
ば、日常生活に関する身近で簡
単な事柄について、具体的な情
報を聞き取ることができるよう
にする。

ウ ゆっくりはっきりと話されれ
ば、日常生活に関する身近で簡
単な事柄について、短い話の概
要を捉えることができるように
する。

イ　音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語句や基本的な表現の意
味が分かるようにする。

イ 日常生活に関する身近で簡単
な事柄について、自分の考えや
気持ちなどを、簡単な語句や基
本的な表現を用いて伝え合うこ
とができるようにする。

ウ 自分や相手のこと及び身の回
りの物に関する事柄について、
簡単な語句や基本的な表現を用
いてその場で質問をしたり質問
に答えたりして、伝え合うこと
ができるようにする。

ア 日常生活に関する身近で簡単
な事柄について、簡単な語句や
基本的な表現を用いて話すこと
ができるようにする。

イ 自分のことについて、伝えよ
うとする内容を整理した上で、
簡単な語句や基本的な表現を用
いて話すことができるようにす
る。

ウ 身近で簡単な事柄について、
伝えようとする内容を整理した
上で、自分の考えや気持ちなど
を、簡単な語句や基本的な表現
を用いて話すことができるよう
にする。

ア　語順を意識しながら音声で
十分に慣れ親しんだ簡単な語句
や基本的な表現を書き写すこと
ができるようにする。
 
イ　自分のことや身近で簡単な
事柄について、例文を参考に、
音声で十分に慣れ親しんだ簡単
な語句や基本的な表現を用いて
書くことができるよ
うにする。

聞くこと 読むこと
話すこと

［やり取り］
話すこと
［発表］

書くこと

ア　自己紹介を聞いて、

簡単な語句を聞き取るこ

とができる。

ア　活字体で書かれた文

字を識別し、その読み方

を発音できる。

イ　夢に近づく時間割に

ついて、自分の考えや気

持ちなどを、簡単な語句

や基本的な表現を用いて

伝え合うことができる。

イ　外国の人に、内容を

整理して、簡単な語句や

基本的な表現を用いて自

己紹介をすることができ

る。

イ　注文したメニューを

聞き取るなど、日常生活

に関する身近で簡単な事

柄について、具体的な情

報を聞き取ることができ

る。

イ　身近な人の紹介につ

いて、音声で十分に慣れ

親しんだ表現の意味が分

かるようにする。

ア　丁寧に注文したり値

段を尋ねたりなど、相手

に依頼をしてそれらに応

じたり断ったりすること

ができる。

ウ　あこがれの人につい

て、内容を整理し、自分

の考えや気持ちなどを簡

単な語句や基本的な表現

を用いて話すことができ

る。

ア　文字の読み方が発音

されるのを聞いて、活字

体の大文字を書くことが

できる。

ア　大文字で始まる単語

を書き写すことができ

る。

ウ　日本の四季や文化な

ど、日常生活に関する身

近で簡単な事柄につい

て、短い話の概要を捉え

ることができる。

イ　あこがれの人の紹介

について、音声で十分に

慣れ親しんだ表現の意味

が分かるようにする。

イ　日本の遊びや年中行

事について、自分の考え

や気持ちなどを、簡単な

語句や基本的な表現を用

いて伝え合うことができ

る。

ウ　内容を整理し、自分

の考えや気持ちなどを簡

単な語句や基本的な表現

を用いて日本紹介をする

ことができる。

イ　例文を参考にしなが

ら、あこがれの人につい

て十分に慣れ親しんだ簡

単な語句や表現を用いて

紹介カードを書くことが

できる。
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聞くこと 読むこと
話すこと

［やり取り］
話すこと
［発表］

書くこと Goal（言語活動）

ア　自己紹介を聞いて、

簡単な語句を聞き取るこ

とができる。

ア　名前の綴りを聞い

て、該当の綴りを丸で囲

み大文字を識別すること

ができる。

ア　友達と挨拶をした

り、応じたりすることが

できる。

名前や好きなもの・
ことを伝えよう
（名刺交換をしよ
う）

イ　誕生日や欲しいもの

を聞き取ることができ

る。

イ　誕生日や欲しいものに
ついて、自分の考えや気持
ちなどを伝えたり、簡単な
質問をしたり質問に答えた
りして伝え合うことができ
る。

誕生日やほしいもの
を伝えよう
（バースデーカード
をおくろう）

イ時間割について話を聞

き、どの曜日の時間割か

を聞き取ることができ

る。

ア　活字体で書かれた文

字を識別し、その読み方

を発音できる。

イ　夢に近づく時間割につ
いて、自分の考えや気持ち
などを伝えたり、簡単な質
問をしたり質問に答えたり
して伝え合うことができ
る。

学びたい教科やなり
たい職業を伝えよう
（夢に近づく時間割
を紹介しよう）

イ　外国の人に、内容を

整理して自己紹介をする

ことができる。

初めて会う外国の人
に自己紹介をしよう

ウ　イラストなどを参考

にしながら、身近な人の

紹介の概要を捉えること

ができる。

イ　カードやイラストの

中から、身近な人の紹介

文の意味が分かるように

する。

ウ　あこがれの人につい

て、内容を整理して話す

ことができる。

ア　文字の読み方が発音

されるのを聞いて、活字

体の大文字を書くことが

できる。

ア　大文字で始まる単語

を書き写すことができ

る。

身近な人を紹介しよ
う
（身近な人紹介カー
ドを作ろう）

ウ　地図を見ながら、道

案内を聞いて、目的地を

捉えることができる。

ア　友達に指示を出し

て、道案内をしたり、応

じたりすることができ

る。

ア　文字の読み方が発音

されるのを聞いて、活字

体の小文字を書くことが

できる。

場所をたずねたり答
えたりしよう
（オリジナルタウン
で道案内しよう）

イ　注文したメニューの

値段などを聞き取ること

ができる。

ア　丁寧に注文したり値

段を尋ねたりなど、相手

に依頼をしてそれらに応

じたり断ったりすること

ができる。

ア　文字の読み方が発音

されるのを聞いて、活字

体の小文字を書くことが

できる。

ていねいに注文をし
たり、値段をたずね
たりしよう
（ふるさとメニュー
を注文しよう）

ウ　外国の人に、内容を

整理した上で地域のおす

すめについて話すことが

できる。

あなたの地域のおす
すめを外国の人に紹
介しよう

ウ　日本の四季や文化に

ついての話の概要を捉え

ることができる。

イ　日本の四季ポスト

カードから、季節に行う

行事の情報を得るように

する。

イ　日本の遊びや年中行

事などについて、自分の

考えや気持ちを伝えた

り、簡単な質問をしたり

質問に答えたりすること

ができる。

日本の四季や文化を
伝え合おう
（日本の四季ポスト
カードを紹介しよ
う）

イ　ヒーロー紹介カード

の意味が分かるようにす

る。

ウ　あこがれの人につい

て、内容を整理した上で

話すことができる。

イ　例文を参考にしなが

ら、あこがれの人につい

て、紹介カードを書くこ

とができる。

あこがれの人につい
て発表しよう
（ヒーローを紹介し
よう)

ウ　英語の先生に、内容

を整理した上で日本の紹

介をすることができる。

「日本のすてき」を
英語の先生に紹介し
よう

＊Check Your Steps では、パフォーマンス評価を行い、全児童を条件を一定にそろえて見取ることも考えられます。
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Unit 2

Unit 3
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Unit 8
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５年
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